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　　　　　　　　1．概　　　要

　発音弾法による楓・気温の観測において，発音弾の発

光秒時の測定は1軸い精度が要求され獄従来カッパ6型

ロケットではこの発光秒時の測定は地上においた赤外線

発光検出器（Pbセル）で行なわれてきたが，雲・太陽

の位置，地上からの反射等による雑音が多く，発光によ

る信号との判別が困難であった．これを改芋するためカ

7パS型7号機では，フォトトランジスタを機休に装瀞

し，発光の検出秒時をテレメータ記録により得ることを
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　　　　　　　2．問　　題　　点

　本舘の搭載にあたり，つぎのような難点が列挙される．

　a）援動，撰撃，圧力，気流に耐えるか．

　b）耐熱について．

　C）躰出葉発光と爆発発光が干渉またはマスクしない

　　　か．

　d）フ’オトトランジ’スタのレスポンス．

　e）指向性，太陽の影響．

　f）火薬に対する保全．

等であるが，各項について十分検討を行ない．千葉実験

場における予備試験には好結果が得られた．実機搭避に

あたうては特に（f）項に細心の注意が払われた．

　　　　　　　　3．　構造およぴ回路

　発音弾はロケット中心軸に対し約10度の角度で後方

へ射出され，爆発距離1ま20～30mと推定されるので，
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　　　　　　〆　　澱体外飛
　　　　　”　一一一　　：　　　スタは指向七駐を

　　　　　　　　　　　　　　　　　考慮して15～

　　　　　　　　　　　　　　　　　20度の角度で

　　　　　　　　　　　　　　　　　取1♪付けた．そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の講造図を第工

　　　男1図　換出器梅造図　　　　図に示す．

　フォトトランジスタは機体の円周方向に4個取り付

け，うち2個は尉熱水晶ガラスを被せr〔ある．この4個

　　　　　　　　　　　　　　　　は並列に接綻され
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弾の関係位置忙第3191のと

おりである，

　　4．測定結果
　本｛号により得られたテレ

メータ記録の1例を第4図

に示す．射出および爆発発

光による2・掴のパー’レスが干

渉またはマスクすることな

く検出され，土発音弾とも

そ・のf乍動が確認さ章tた．

　4個のフ十卜トランジス

タのうち2個に耐熱水晶ガ

ラスを笹ぜたことは前述の

とおりであるが，各発音弾

の関係位置（第3図）より記

録を検討すれば，G1，　G，，
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弟3図　発音弾関係位置
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第4欄　テレメータ

　　記無例

G7，　G，はこの水品ガラスのため光感度が低下している，

またX÷36秒～X÷190秒頃までスピン等に．ヒろ検出

器の・「乍動あ認めらオtる．

第1表　 発音弾発光秒時の測定結果

タイマー作動秒時 発光検出器

む

GGGGGGGG

一辞潤亨馬
　むイ重タ作

：1㌧・匠最繍整作動秒時i争出1醗発光1塑時1
’一一．ﾊ百己7－

41、2

45．6

5G．D

54．4

58．9

63．4

68．1

73，0

　sec　　　　S巳C
41．40　　41．70

45，95　　46．02

50．15　　　50．29

54．60　　　54．68

58　80　　　5呂．89

63．30　’　63．43

6B．10　　68．22

73．00　　　73．03

4ユ．晋ieCi

46，06、　．！6．7呂1

50．3S　　　5i．08　1

54．75　55．刊1

5S．99　　　59，50

6呂．45　　　64．19

　　　　　　i68．25　　　6S，96　i

？3、09　　鴨．91

’－鴛求F

－i
コn　ド

⑪・1り！

o．79．

1．031

0．己1［

o、7う…

o、741

　to．田：

ていくつかの損傷

に対してもデータ

が得られ．るように

考繊され．ている．

回路図は第2図に

示す．フ才トトラ

ンジスタと｛等発音

＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一

秒時の測定結果は箪ユ曇のとおりであるが，参考麗

めクイマの作動秒時も掲げた．この結果タイマ1冨六り

射出発光検出までの時m］は約O．04租～α09秒，タ伊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　ニ作動より爆発発光検出までの時問にO．63秒～L〔14蓼㍉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　t　本器り企融之期問力：短がかったため準備，検討と訂

分でたく殖も多かったが浮縫し．う爾ゆ結響騨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃　th上の好成績騨｝ら札今後この種の実験における実齢‘
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